
がなくなってきているのです。
あるメーカーの人事部長は、
採用時の評価とその後の活躍
の相関について過去数十年に
遡って調べられたことがある
といいます。
結果は、まったく相関関係
がない、むしろ新卒時の評価
が低かった人材ほど、その後
悔しさをバネに努力し要職に
就いていたといいます。短期
のそろばんをはじくことの限
界を象徴するエピソードです。
これからの企業に求められ
るのは、単なる数字合わせで
は測れない新卒採用の社会的
責任を理解し、若者の未来を
預かる覚悟をもつことなので
はないでしょうか。
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費用対効果を求められ 
窮する中堅人事の苦悩
「人材を採用し育てる効果
を上にどう説明すればいいの
でしょうか」。新卒採用のピー
クを迎えようしている3月初
旬。大手企業の人事部中堅社
員から相談を受けました。
「その採用計画はわが社に
どういう価値を提供してくれ
るのか」「育成の費用対効果
を出してくれ」。上司に掛け
合う度に、こう切り返される
と言います。
同氏は、この経済環境で致
しかたないとは思いながらも、
会議に向けた数字合わせをし
ている自分が情けなくなると
言います。私に訴えかけてく
る瞳には悔しさがにじみます。
急きょ中止になった新卒採用に 
呆然とするロールモデル社員
「もう少し関わった現場の
我々やお客様にも、配慮して
ほしかった」。中堅人事の苦
悩に胸をいためていたある日、
今度は別の企業の30代男性

社員の嘆きを聞きました。
話を聞くと、不況下で会
社の業績はひどくなる一方。
2010年の新卒採用を急きょ取
りやめることが決まったとか。
彼は、人事ではありません
が、ロールモデルとして新卒
採用のホームページに登場し
ていたそうです。しかも志望
学生に「働く」ことのリアル
を伝えるために、自分のお客
様に無理をお願いして、この
ホームページにも一緒に出て
いただいたそう。
それが、急に「採用を止め
ることになったから、ホーム
ページ掲載もやめる」とあっ
さり通達が来たといいます。
「志望してくれていた学生や
お客様に合わせる顔がない」
と、彼は憤りを隠せません。
正社員採用予定なし企業が 
45.9%に急増
急な環境変化に企業の採用
現場は混乱しています。帝国
データバンクが３月4日に発
表した「2009年度の雇用動

向に関する企業の意識調査」
によると、2009年度の正社
員採用について「採用予定な
し」と答えた企業は45.9%。
05年度が21.2%、06年度が
25.5%、07年度が25.2%、08
年度が30.4%でしたから、今
年度は前年度より15.5%もの
急増となっています。現場の
混乱を表す結果です。
採用は、市場の需給バランス 
だけの問題か
そんななか、動じずに若者
の採用・育成に取り組む企業
もあります。「サービス業や
小売業など、採用に苦しんで
きた企業だからでは」。「内需
型の企業で、今回の世界同時
不況の煽りを受けていないか
らでは」。人材業界では、そ
ういった企業体力や採用市場
の需給バランスの理屈で片付
けようとする論が大半です。
確かに、その傾向は全体傾
向、総論としては見て取れま
す。しかし、その市場論理だ
けでは説明ができない企業も

存在します。
ある技術志向型企業のオー
ナー経営者はこう言います。
「経営者の仕事は、輝いてい
る人材を見つけること。そし
て、もっと輝かせること」だ
と。若者の芽を伸ばすことが
経営者に課せられた責任とで
も言わんばかりです。こう
いった経営者は、近視眼的な
費用対効果など求めません。
若者を預かる社会的責任を 
果たすことが企業成長につながる
思うに、現在の未曽有の世
界同時不況は、市場原理万能
主義、競争至上主義の限界か
ら起こったものではないで
しょうか。
現在業績を上げているのは、
その本質に気づき、市場では
なく社会から尊敬を集める企
業です。社会の一員としての
責任を果たし、共感を集めな
ければ、企業は生き残ってい
けない時代に入ったのです。
環境問題や貧困問題に取り組
むグローバル企業が増えてい
るのは、パフォーマンスとし
てのCSRではなく、企業と
して存続するためなのです。
この視点は、経営と直結す
る人の問題であれば、なおさ
らです。自社の目先の損得を
測るだけでなく、社会の一員
として若者の未来を預かる責
任を果たす。これによってこ
そ、もっと広い意味での企業
成長が実現される。費用対効
果を考えるのであれば、その
範囲まで計算しなければ意味

第
十
回

前川 孝雄（まえかわ たかお）
人材活性化コンサルタント／
1966年兵庫県生まれ。大阪府立大学卒
業。早稲田大学ビジネススクールマーケ
ティング専攻修了。リクルートにて「ケイ
コとマナブ」編集長、「リクナビNEXT」
編集責任者、「リクナビ」「就職ジャーナル」
関連媒体を統括する編集長を務める。同
社退職後、08年2月に人材活性化支援
の㈱ FeelWorks（http://www.feelworks.
jp/）設立。主な著書に『上司力トレーニ
ング』『女性社員のトリセツ』(ともにダイ
ヤモンド社)、『頭痛のタネは新入社員』
(新潮新書)、近著に『冷めた組織に火を
つける─組織「再起動」プログラム』（ビ
ジネス社）
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選考過程への提言

新卒採用は費用対効果より
若者を預かる社会責任
前川 孝雄 株式会社 FeelWorks 代表取締役 /人材活性化コンサルタント


